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○
理
事
長
挨
拶 

 

昨
年
平
成
十
六
年
は
国
の
内
外
で
多
難
の
年
で
し
た
。
年
末

に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
、

イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
多
く
の
人
々
が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
日
本
で
も
、
十
月
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
あ
り
、
豪
雪

地
帯
の
た
め
、
震
災
以
後
に
も
家
屋
倒
壊
の
被
害
が
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
念
じ
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
は
、
一
日
も
早
い
復
興

を
念
じ
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し

て
、
慈
悲
の
精
神
と
こ
と
さ
ら
に
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

積
極
的
に
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
の
が
仏
者
に
限
ら
ず
、
お

よ
そ
ど
の
宗
教
の
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
勤
め
だ
と
考

え
ま
す
。 

  

○
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
義
援
金 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
六
日
午
前
八
時
（
現
地
時
間
）
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
北
端
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
九
の
大
地
震
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
大
津
波
は
、
イ
ン
ド
洋

沿
岸
諸
国
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
本
研
究
会

で
は
中
村
元
東
方
学
術
賞
を
共
催
す
る
な
ど
、
ゆ
か
り
の
深
い

イ
ン
ド
大
使
館
を
通
じ
て
、
今
回
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
た
め

の
義
援
金
を
東
方
学
院
の
研
究
会
員
を
中
心
に
募
金
し
、
三
月

三
日
、
イ
ン
ド
大
使
館
に
出
向
き
義
援
金
を
寄
附
い
た
し
ま
し

た
。 

  

 

○
平
成
十
六
年
度
の
行
事 

 

新
春
祝
賀
会 

 

三
月
三
十
一
日
（
火
）
。
文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
講
演
お
よ
び
新
春
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
演
の
部
で
は
、
仲
宗
根
充
修
氏
（
佛
教
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
。
平
成
十
三
年
度
ア
ジ
ア
諸
国
派
遣
留
学
生
）
が
「
現

代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社
会
と
仏
教
」
と
題
し
て
留
学
の
成
果
を
講

演
さ
れ
、
次
い
で
、
イ
ン
ド
大
使
館
二
等
書
記
官
の
マ
ハ
ジ
ャ

ン
氏
よ
り
「
日
印
関
係
」
と
題
し
て
、
イ
ン
ド
と
日
本
と
の
友

好
関
係
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん
美
し
い
日
本
語
で
ご
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
引
き
続
き
新
春
祝
賀
会
が
、
一
〇
〇
名
近
い
方
々

に
ご
列
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
回
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

五
月
二
十
三
日
（
日
）
。
島
根
県
安
来
市
の
清
水
寺
様
と
共
催

で
仏
教
文
化
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

第
一
回
の
講
演
者
・
演
題
は
、
前
田
專
學
先
生
（
東
方
学
院

学
院
長
）
の
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
仏
教
」
と
、
清
水

寺
と
東
方
学
院
と
の
ご
縁
を
結
ん
で
頂
き
ま
し
た
釈
悟
震
（
金

漢
益
）
先
生
（
東
方
学
院
講
師
）「
仏
教
と
人
間 

そ
の
真
髄
を

求
め
て
」
で
し
た
。
会
場
の
清
水
寺
光
明
閣
に
は
、
当
日
二
〇

〇
名
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
両
講
師
の
講
演
の
後
に
は
、
熱
心

な
質
問
が
活
発
に
行
わ
れ
、
た
い
へ
ん
盛
況
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

第
十
四
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座 

 

八
月
二
十
六
日
（
木
）
。
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
に
て

第
十
四
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
・
演
題
は
、
保
坂
俊
司
先
生
（
麗
澤
大
学
教
授
）「
イ
ス

ラ
ム
の
寛
容
と
仏
教
の
寛
容
」
。
宮
元
啓
一
先
生
（
國
學
院
大
學

教
授
）「
仏
教
・
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
非
人
情
」
で
し
た
。
両

先
生
の
ご
講
演
は
、
前
田
專
學
学
院
長
の
小
泉
八
雲
の
神
道
観

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
、『
東
方
』
第
二
十

号
に
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
十
四
回
中
村
元
東
方
学
術
賞 

 

十
月
十
一
日
（
月
）、
東
京
九
段
の
イ
ン
ド
大
使
館
講
堂
に
て
、

第
十
四
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
奥
田
清
明
博
士
（
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
教
授
）、
松

本
照
敬
博
士
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）
の
お
二
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
奥
田
博
士
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
中
心
と
す
る
イ
ン
ド
哲

学
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
松
本
博
士
は
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を
中
心
と
す
る
イ
ン

ド
哲
学
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使

マ
ニ
ラ
ル
・
ト
リ
パ
テ
ィ
閣
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
中
村
洛
子

本
財
団
理
事
長
と
ト
リ
パ
テ
ィ
閣
下
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

記
念
品
が
田
村
博
士
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ビ
ザ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
一
〇
〇
名
近
い
出

席
者
を
迎
え
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
五
回
東
方
学
院
・
酬
仏
恩
講
合
同
講
演
会 

 

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）、
奈
良
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
慈
恩
殿

に
て
合
同
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
講
演
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
派
遣
留
学
生
の
帰
朝
報
告
を
兼
ね
て
、
薬
師
寺
内
に
設
け
ら

れ
た
酬
仏
恩
講
様
と
合
同
で
、
薬
師
寺
の
後
援
を
得
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
の
講
師
・
演
題
は
、
長
崎
法
潤
先
生
（
大

谷
大
学
名
誉
教
授
）
「
自
燈
明
・
法
燈
明
の
教
え
」
、
林
慶
仁
氏

（
東
方
研
究
会
研
究
員
・
平
成
十
四
年
度
派
遣
）
の
「
故
国
を

離
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
」
で
し
た
。 

 

平
成
十
六
年
度
公
開
研
究
会 

 

本
年
度
は
以
下
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
回
、
五
月
十
三
日
（
木
）
西
村
玲
研
究
員
「
蚕
の
声
―

日
本
近
世
に
お
け
る
絹
衣
論
の
展
開
―
」。
第
二
回
、
六
月
十
日

（
木
）
立
花
弥
生
研
究
員
「
ま
じ
な
い
か
ら
見
た
忍
性
の
骨
蔵

器
―
思
想
背
景
に
関
す
る
一
考
察
（
仮
題
）
」。
七
月
八
日
（
木
）

吉
村
均
研
究
員
「「
心
の
宗
教
」
と
し
て
の
仏
教
―
イ
ン
ド
・
チ

ベ
ッ
ト
の
伝
統
に
基
づ
く
仏
教
入
門
―
」。
第
四
回
、
十
月
十
四

日
（
木
）
武
田
浩
学
研
究
員
「
龍
樹
の
虚
像
と
実
像
―
伝
承
ｖ

ｓ
近
代
仏
教
学
―
」。
第
五
回
、
十
一
月
十
一
日
（
木
）
石
川
巌

研
究
員
「『
衰
退
期
』
―
敦
煌
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
見
え
る
終
末
の
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予
言
―
」。
第
六
回
、
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
及
川
弘
美
研
究

員
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
み
た
宗
教
と
は
何
か
」。
第
七
回
、
一

月
二
十
八
日
（
水
）
森
和
也
研
究
員
「
武
人
天
皇
の
原
像
」
。 

 

※
平
成
十
七
年
度
の
公
開
研
究
会
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 

○ 

平
成
十
七
年
度
東
方
学
院
新
規
開
設
講
座 

 

平
成
十
七
年
度
か
ら
新
た
に
開
か
れ
る
講
座
を
以
下
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

 

東
京
本
校 

・
「
パ
ー
リ
語
入
門
」
石
上 

和
敬 

講
師
。 

 

火
曜
日
。
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分
。
四
〇
二
号
室
。 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
、
東
洋
大
学
講
師
、

武
蔵
野
大
学
講
師
、
共
立
女
子
大
学
講
師
。
パ
ー
リ
仏
教
の

研
究
者
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

・
「
大
乗
涅
槃
経
を
読
む
」
田
上 

太
秀 

講
師
。 

 

火
曜
日
。
一
六
時
二
〇
分
～
一
八
時
五
〇
分
。
四
〇
三
号
室
。 

 

駒
澤
大
学
教
授
、
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
所
長
。
『
『
涅
槃
経
』

を
読
む
』(

講
談
社
学
術
文
庫)

、
『
仏
教
と
女
性
』
（
東
京
書

籍
）
、『
ブ
ッ
ダ
の
人
生
哲
学
』(

講
談
社
選
書
メ
チ
エ)

、
『
道

元
の
考
え
た
こ
と
』(

講
談
社
学
術
文
庫)

な
ど
著
書
多
数
。 

 

・
「
仏
教
論
理
学
入
門
」
林 

慶
仁 

講
師
。
水
曜
日
。 

 

一
二
時
五
〇
分
～
一
四
時
二
〇
分
。
四
〇
二
号
室
。 

東
方
研
究
会
研
究
員
。
本
年
度
よ
り
「
仏
教
論
理
学
の
魅
力
」

を
拡
充
し
、
仏
教
論
理
学
の
入
門
篇
の
講
座
を
開
講
い
た
し

ま
し
た
。
「
仏
教
論
理
学
の
魅
力
」
も
前
年
度
同
様
開
講
さ
れ

ま
す
。 

 関
西
地
区
教
室 

・
「
中
観
思
想
入
門─

空
の
思
想
へ
の
い
ざ
な
い
」 

佐
藤
宏
宗
講
師
。
火
曜
日
。
一
六
時
三
〇
分
～
一
八
時
。 

福
聚
禅
院
。 

財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員
。「
般
若
経
典
を
読
む
」
の
講

座
に
加
え
て
、
『
中
論
』
を
講
読
し
な
が
ら
中
観
思
想
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
を
開
設
い
た
し
ま
す
。 

 

・「
イ
ン
ド
の
美
術
か
ら
考
え
る
」
畠
中 

光
享 

講
師
。
水
曜
日
。 

一
九
時
三
〇
分
～
二
一
時
。
梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
。 

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
。
日
本
画
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

昨
年
、
京
都
府
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
新

聞
朝
刊
で
連
載
さ
れ
て
い
た
陳
舜
臣
著
「
天
球
は
翔
け
る
」

の
挿
絵
で
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

・「
華
厳
思
想
入
門
」
小
林 

圓
照 

講
師
。
木
曜
日
。 

 

一
七
時
～
一
八
時
三
〇
分
。
梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
。 

 

花
園
大
学
名
誉
教
授
、
東
大
寺
勧
学
院
講
師
。
禅
・
華
厳
思

想
の
著
名
な
研
究
者
で
す
。
近
著
は
「
叢
書
・
禅
と
日
本
文

化
」
第
７
巻
『
禅
と
心
身
論
』（
ぺ
り
か
ん
社
）
を
編
著
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 名
古
屋
地
区
教
室 

・「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
入
門
」
島
田 

外
志
夫 

講
師
。 

土
曜
日
。
一
四
時
～
一
五
時
三
〇
分
。
講
師
自
宅
。 

昭
和
音
楽
大
学
教
授
。「
イ
ン
ド
音
楽
の
理
論
」
の
講
座
に
加

え
て
、
新
た
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
講
座
を
開
設
い
た
し

ま
す
。 

 

関
西
地
区
教
室
で
は
、
講
義
名
、
講
義
分
類
が
大
幅
に
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
「
東
方
学
院
の
手
引
き
」

を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
開

講
し
て
い
る
講
座
に
つ
い
て
も
、「
東
方
学
院
の
手
引
き
」
を

ご
覧
下
さ
い
。 

 

○ 

第
二
回
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

島
根
県
安
来
市
の
清
水
寺
様
と
共
催
で
平
成
十
七
年
五
月
二

十
九
日
（
日
）
清
水
寺
光
明
閣
に
て
第
二
回
清
水
寺
仏
教
文
化

講
座
が
開
か
れ
ま
す
。
（
『
東
方
学
院
の
手
引
き
』
に
二
十
二
日

と
あ
り
ま
す
が
、
二
十
九
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。） 

  

 

○ 
Buddhist 

Thought 
and 

Culture: 
With 

Special 

Reference 
to 

the 
Thought 

and 
Works 

of 
Professor 

Hajime Nakamura 

の
出
版 

 

平
成
十
六
年
三
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
十
三
日
（
土
）
の
三

日
間
、
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ハ
ビ
タ
ッ

ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
於
い
て
、
イ
ン
ド
哲
学
研
究
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｒ
）、
国
際
交
流
基
金
並
び
に
東
方
研
究
会
の
共
催
で
開
か

れ
た
中
村
元
博
士
の
思
想
と
業
績
に
関
す
る
日
印
仏
教
哲
学
者

会
議
で
の
各
発
表
者
の
報
告
が
イ
ン
ド
に
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ッ
ト
博
士
の
編
集
で
、
イ
ン
ド
の

Originals

社

か
ら
の
出
版
で
す
。
イ
ン
ド
側
、
日
本
側
双
方
の
発
表
者
に
よ

る
発
表
二
十
六
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
の
英
文

に
よ
る
刊
行
と
い
う
こ
と
か
ら
、
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
一
般

の
日
本
人
の
方
々
の
た
め
に
、
日
本
側
の
発
表
者
に
つ
き
ま
し

て
は
来
年
度
刊
行
予
定
の
『
東
方
』
二
十
一
号
に
新
た
に
ご
寄

稿
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

      

普
通
会
員
募
集 

  

普
通
会
員
に
な
っ
て
頂
く
と
、
定
期
刊
行
物
『
東
方
』 

の
他
、
催
し
物
、
会
合
の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

年
会
費
、
五
千
円
。 

 

賛
助
会
員
募
集 

  

財
団
法
人
東
方
研
究
会
で
は
賛
助
会
員
を
募
っ
て
お
り 

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
賛
助
会
費 

は
一
口
、
一
万
円
で
す
。 

 

※ 

詳
し
く
は
東
方
研
究
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下 

さ
い
。 


